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東

南

々

孝

第

：'一k

商

品.
の

麗

は

、，笙

造

：技
#-
#>
造
の
変
化
に
ょ.
る
も.
の.
で
あ
：る
と.
結
論
し
ぅ.
る
。... 

.

;
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.
.
.

:

f
東
南
ア
I

の
輸
出
額
の^
^

S

の
I

変
動
が

大
1

1
.

1

え
：る

。
殊

に

東

南S

ア
の
総
輸

は
、.
景
■

環
め
過
程
に
I

る
：需

要
I

化

と

、：'
こ
れ
ら
の
商
品
の
供
給
_
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.:
こ
の
ょ
ぅ
な
東
南
ア
ジ
ア
の
第
一
次
商
品
め
も
々
問
題
点
を
理
解
す
る

。S

は
、
東
南
ア
ジ'7
の

国

際

収

支

の

麗

を

解

決

す

る

い

く

つ

か

の

」

、
ろ
み
6

例

え

は

扎

域

経

済

協

力

：
：：
国
際
商
品
協
定
、
：
隱

瓶

品

保

障

制

度

(In
tern

atio
n
al  c

lla
t
o

ly

 

F
in

a
n

ce
)

の
効
果
、.
ま

た
S 

可

能

性

を

分

析

す

る

た

め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
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一'

.

く
共
産
[S
i

諸
国
め
経
婧
的
分
業
は
、..
一
九
：
六

：
二

年

六

月

六

•
七

両

日

：
に

.
モ
ス.
冬
ヮ. 

で
開
催
ざ
れ
た
経
济
相
互
援
助
会
議
：(

第 
一3 :
@
 

:で
そ
.の
基
本
原
則
を
確
詉 

さ
れ
た
？
そ
れ
に
ょ
な
と
社
会
主
義
說
国
の
共
同
体
は
相
互
每
平
等
：-

独
：立
’
..

；,.
 

相
互
に
，尊
21-

互
恵
を
旨
と
._}、
計
画
的
に
国
際
社
会
主
義
分
業
を
深
め
る
こ 

と
を.
ぅ.
た
0 .
で
い.
る
0」

' 
:
■:
'
:
;

:

:

.

\

.

,
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:

こ
の
会
議
で
確
認
さ
れ
た
国
際
社
会
主
義
分
業
の
■

本
原
則.
を
列
挙
し
て
み
，
 

る
と
、
だ
い
た
い
次.
の
：と
お
り
で
あ.
る

(「

プ
ラ
ゥ
ダ
'-
—*

■九

六一

一
，
年

六

月

十

七

.

S.
6 

::,..
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:
一.
:.
.- 
_ 
.

.

一：
，
世
界
社
会
主
義
体
制
垒
体
の
客
観
的
に
：必

耍

女

碧

発

展
€».
つ
0;
:ぁ
い' 

を
：正
し
く
考
慮
す
.
る
。
::
:
-:

'- ;
:
:
ぶ
^

へ：'
'
'
:
,

:
1
1、
各
国
の
国
民
経
济
計
画
：を
調
整
す
る
。
'.,

:
•
:

'
:
/
- :. 

:

三
、
分
業
の
利
益
を
最
高
度
に
享
受
す
る
。：

、
':

一
四
、-:
;
経
済
铬
娶
準
の
低
い_

の
エ
：業
化
を
進
め
，
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た」 

差
違
を)

解
消
す
る
。.
':'

-
' 

ベ
 

-

て
パ
共
産
圏
の
国
際
分
樂
とn  .

メ
コ
，ン
：

.

五
、.

社
会
主
義
国
の
最
重
要
物
資
：を
生
産
す
る
。,
.

■

.

':
■六
、.
：国
際
収
贫
の
均
衡
を
図>0。

： 

•

.

こ
れ
^..
の
項
.目
が
計
画
経
済
の
国
に
と
つ
て
か
な
り
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
で 

あ
る
こ
と
^

一
見
し
て
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
，え
ば
第
一
の
項
目 

.
は
：、.

ど
办
社
会
主
義
—

国
の
必
要
を
も
+

分
に
考
厳
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
第 

四
0 :
項
自
は
み
な
|
、様
に
高
度
に
：エ
寒
化
す
石
よ
う
掛
助
ず
ゐ
こ
と
を
意
味
す 

:

る
で
知
ろ
う
。
.'.'

こ
れ
を
計
画
的£

行
5

と.
い
う
が
ら
r

は
'

現

状

に

お

.
け

る

国
 

際
分
業
の
利
益
の
享
受
は
，ど
う
し
て
も
制
限
'さ.
れ
ざ
る
を
得
な
：い
で
あ
ろ
う
。
 

各
国
は
国
内
産
業
の.
保
護
主
義
を.
許
す
ば.
か
y

で
な
く
、
農
業
国
の
エ
業
化. 

^

、(

エ
樂
化
の
進
ん
だ
国
が
按
助
す
る
形
を
と
ー
る
こ
と
^

な
る
で
あ
ろ
う
。

::

こ
ゲ
い
う
方
法
ば
'
国
際
分
業
；に
：よ.
つ
て
最
高
の
経
済
効
率
：を
発
揮
す
る
と 

VV
5:.
第
三
の
項
目
の
S

S
は
合
致
し
な.
い
。
：：V

.

■

.
 

'
き
ら
に
第
其
の«

目
と
1.-
て-

备
国
ぬ
必
要.と
：す
る
重
要
物
資
の
生
産
を
十 

分
に
： #

！ E

す
る
と
い
う
庫
則

ば
、：：，

い.
わ

ば

童

要

資

源

•
原
料
の
自
然
主
義
を
守 

る
こ「

と
^
あ

.つ

_

て
：、
菌
際
分
業
の
性
質
：と
呔
根
本
的
に

'矛
盾
し.
て
い
る。
，
''
 

:,
:上
濟
の
諸
原
則
：は
>
へ
分
寒
の1 .
則
を
：
.
う
だ
う
と
い
：う
ょ
り
も
，
分
業
を
制
限

'

■

'

■

;

ノ

.
七
三
.(

：1
六
§



;
す
る
条
件.
を
相
互
；に
確
認̂
る
；に
筹
し
い
観
を
呈
1>
て
い
る；°:;
::
.'y  

''
.•-
:
兀
来.
二 _

o :
:l
$
済
が
#*
央
政
府
の̂

画.
に
ょ
、七.
て.
^

..
石
で
；は：、.：
国

際

_

易

は

特
-̂
办
部
分
を
め
：ぞ
い
；
て
、
生
產
の
余
剰
部
分
を
蛊

；̂ 

1で
処
理
す
る
と
：い
う
顺
位
に

'置
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
特
別
'の
部
分
と

い
.う

の
. 

ぼy
.s

国
で
'は技
術
的
に
生
產
が
不
可
能
.
で
あ
る
と
か
、経
済
的
に
.ま
っ
た
く 

価
-に
づ.

レ.
で.
で
可
能.
に
近..い.
.と.
思.
わ
^
る
物
資
の
.輸A'
と
が
、
.
、
国
内
需
要
..に. 

見
合
う
以
土
の
、
'̂
分
の
生
産
力.を
予
定
し
：て
計
画
的
に
輸
取
す
る
物
資

—

_ 

:
た

と

え

ば

ソ

述

砂

石

汕
•
木
材
I

の
ご
：と̂

も
：の
を
指
す
。

.
：.
と.
い
う
の
は
、
.^
 

一
般
的.
に
'い.
？
て
、
計
画
経
跨
ゆ
、
堅
実
で.
^ :-
じ
て
11
:
'雖
で
^
^

す
る
ほ
、ど
、
供
給
の
本
安
^

な
材
料
を
あ
て
：に
す
る
こ
と
を
好
ま
な
：い
し
、
ま 

^

需
耍
.

の̂

確
実
；な
製
..

ロ5

を
生
產
す
る
と
，と
.

を
好
.

ま
...

な
.

ぐ
。.._.

国
# '

づ
- «
- 4
:

主
義
.
 

市
場
を
国
際
分
寒
の
.

相
#

国
と
す
る
場
合
に
：は
、.
.

こ

の

.
不

安

定

と

不

確

考

の

12
: 

險
.

は
濃
い
の
で
知
る
。；：ー
計
画
経
済
の
国
に
と
っ
.：て
は
資
本
主
義
市
場
ほ
訐
両
の
:' 

.

進
行
過
程
^

おけ
，，

0

生
産
..

上
め
過
不
足
.を
調
整
す
る
た
め
に
ゆ
好
都
合
な
市
場 

で
あ
る
：け
れ
ど
^

、
比
較
的
に
長
期
の
計
画
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
で
き
る
だ 

け
嘉
の
支
配
下
に
存
す
る
資
源
に
'ょ
っ
て
そ
の
必
要
を
満
た
そ
う
と
す
る
の 

力

.
-
R-
I

I 1

と
し
て
の
当
然
の
要
求
と
な
る
。
し
た
が
つ
て
ソ
連
が
国
蹩
的
な
質 

易

崖

の

締

結
.

を

耍

求

す

る

雪
に
は
、‘

い
ず
れ
§

と
も
長
期

Q

璧

を

締
 

結
す
る
と
と
を
常
に
望
ん
で
い
る
。

'

s-
i
‘I l
経
済
の
本
質
が
自
給
自
足
的
で
あ
る
こ
と
は
、
ソ
連
.の
場
合
：に
も
っ
と 

も
は.
っ
き
り
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
は
豊
富
な
資
源
を
国
内
に
も
つ
て
は 

り
、
：特
殊
の
品
物
を
の
'ぞ
い
て
@
給
卧
足
：の
可
能
な.
条
件
を
そ
：な
え.
て
お.
り
、
 

か
つ
政
治
的
' .,
軍
3|
1
的
に
も
経
済
上
の
由
給
政
策
を
好
ん
で
採
卬
し
た
固
で
ぁ

'

.七

四
'(

H

ハ
四)

ゾ
る
ス
貿
易
ゆ
自
国
の
必
要
の
^
汝
の
輪
入
’
そ
し
て
輸
入
を
ま
か
な
う
之
め
の 

輸
池
で
あ-
っ
へ
て'、V

貿
麥
に
^
る
国
際
分
：寒
の
刺
益
一
の
.享
受
と
い
う
比
較
生
産
费 

の
源
理
：を
'う
け
：い
れ
よ.
ヶ
と
す
る
国
で
ぼ
：な
か
：？
た
6 

.

:

.一，
0
の
^

画
経
済
：め
国
が
他
の
計
画
経
済
办
国
を
相
手
と
す
る
贸
易
を
行
う 

場
脅
に
は
、
，
相
取
に
贸
易
_1
-
0:
1̂

そ
れ
に
’
0
て
確
：実
：に'約
來
をM:
1
行
す
る
必
要
.
が
あ
；る
。
契
約
の
複
行
は
国
際 

.,貴
：易
と,

言
ら
ず
国
内
办
取
.
引
に
お
：い
で
.
%;
当
然
の
要
求
で
あ
る
が
、
特
に
外 

国
賢
易
で
こ
の
と
と
が
要
望
さ
れ

.
る
め
は
、
契
約
の
不
腾
行
を
取
か
え
す
手
段 

-.
に
：障

窖

が

多\;
>
か
：ら
で#>
ち

う

。：|前
韶
^

「

基
本
原_

」 .
：
の
な
か
で
、
，
こ
の
 ̂

■約
履
行
の
義
務
を
，

^
し.
て
；
.
い
，
.
るQ

.

は
興
味
が̂

る
，
，す
な
わ
.
ち

.

.

.

「

商

品

そ

の

他
 

「

の
^
^
に
ふ
く
ま
れ
务
義
務
'の
履
行
は
、
と
く
片
協
定
さ
れ
た
,

商
品
の
品 

質

、
.
提
供
期H
に
関
し
で
は
、
.'-.
社
会
主
義
国
家
.
の.
第
'一: '
の
義
務
と.
み
な
さ
.ね
ば 

な
ら
な
い」

■■
と
。
'

.

計
画
経
済
の
諸
国
は
、.'
：
計
画
の
本
質
が
^

う

，で

あ

れ

、
：
今

日

社

会

主

義

分

業
 

の

拡

大

の

要

請
.に

せ

ま

ら

れ

て

：い
，
る

。

■

ソ
連2 :

^
:

の
東
欧
計
画
経
済
.の(

国
は
' 
本
来
自
給S

足
の
成
立
し
え
な
い
国 

で
あ
り
、
共
産
主
義
化
さ
れ
る
以
前
に
は
も
っ
ぱ
ら
西
欧
諸
国
と
の
贸
易
を
艰 

ね
て
き
た
国
で
あ
る
フ
共
産
虫
義
化
し
た
後
に
お
い
て
は
、
も
つ
ぱ
ら
ソ
連
と 

め
取
弓
を
-1
.じ
て
経
済
の
成
長
を
ず
す
め
て
来
た
.め
で
あ
る
。

束
欧
諸
国
の
貿
易
額
の
う
ち
、

ソ
述
と
の
質
易
で
占
め
る
割
合
は
、
た
と
え 

ば
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
.場
合
に
一
九
三
七
年
〇
•

〇
四
％
か
ら
一
九

四

七

年

に

至

る 

約.
ー
〇
年
間
に
五
五
％

へ
、
パ
ン
ガ
リ
ー
の
場
合.
一
％
か
ら
一
六
％
べ
、
ポ
ー 

ラ
ン
ド
の
.場
合
0.

八
か
ら
ー
一
ニ 
％

へ
と
急
転
換
を
し
た(

イ
ワー

ノ
フ•

ェ
ヌ
；

ィ
ー.

「

ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
民
民
主
主
義
国
の
経
済
関
係
の
発
展」

一
九
五
九
、

5
 
. 

三
ぺ
ー
ジ.)

。，

ご

'

.

.
最
近
年
次
に
お
け
る
東
欧
諸
国
の
貧
易
の
地
理
的
構
成
は
次
の
と
お
り
で
：あ 

る

(

国
連
、「

世
界
経
済
概
観」 .

一
九
六
ニ
年
、
単
從
ニ
〇
〇
万
ル
|
ブ
ル)

。

ノ逛：そ
の
他
の
.
その他の含卜
 

*. 

•
迸

.

共産圏世

.

界
合

f

ブル
ガリ
ア：

五九七

:

三五八

.

ニ三九一、.一九
四

, 

.チ
ヱ

' 

コ 

ー
ー
、
ー5

ニ

一

、
ニ
七
〇

一

、

一
六
一
■
三
、
七

三

〇
.

ハンガゾ

ー

 

一
、
三
一
三
，
 

五

三

五

一

、
八
四
，八

ポ

ー
ラ
ン
ド
.

八
七
七
.

.
八
七
五

 

一
、.

二

九

ニ

、
'
八
七1

.
ル—

マ

ニ

ア

へ

.

九
三
四 

五
〇
三

一
、
四
三
七

チ
ヱ
コ
と
.
ポ
.丨
ラ
V
ド
は
、
西.
：欧
に
依
存
す
る
程
度
が
比
較
的
に
高
く
、
ブ 

ル
ガ
リ
ア
は
反
対
に
き
わ
め
y
y
速
依
存
度
が
高
い
。

-L
か
し
い
ず
れ
に
し
て 

も
、
共
産
圏
諸
国
の
貿
易
は
圈
内
依
存
度
が
高
く
、
圏
外
と
の
貿
易
は
圧
倒
的 

に
低
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

:
:

共
産
圈
の
諸
国
は
ろ
タ.

1

リ
.ン
時
代
に
お
い
て
一
様
に
工
業
化
を
進
め
ら
れ 

た
結
果
、.

全
面
的
に
ソ
連
依
存
の
傾
向
を
高
め
た
の
■
で
あ
：る
。
し
か
し
今
日
の
■ 

段
階
に
■.

い
た
つ
て
、
各
国
：に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
の
経
済_

情
に
応
じ
て
エ
業
化

‘

を
進
め
る
要
求
が
：起
り
、/
ス
ター

リ
シ
時
代
に
お
.け
る
ご
と
き
政
治
的
強
制
が
:- 

徹
底
し
え
な
い
3|
|-
態
の
%-
と
'に
お
；い.
て
は
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
的
な
経
済
' : 

計
画
が
立.
て
ら
れ
る
に
至
0.
た
の
で
あ.
る
。
:.
':;_
: 

r
 

....
し
た
が
；つ
て
国
際
分
業
•の
必
要
は
、..
圈
内
諸
国
自
体
の
あ
'い
だ
で
発
生
し
て 

き
て
：い
る
し
、'
 

ッ
速
も.
ま
允
：ス
：ター

リ
ン
時
代
の
自
給
主
義
を
緩
和
し
て
、ノ
国 

.
共
産
圈
の
国
際
分
業
と
！

V

メ
コ
ン：

際
貿
易
©.
拡
大
を
政
策.
上
の._
1:.
，つ.
の-
項
目
と
し
て
加
え..
る
よ
.う
に
な
っ
た
結 

果
、
共
産
圈
の
貿
易
量
は
、.
世
界
全
体
の
貿
易
量
の
な
か
で
、
次
第
に
そ
の
比 

重
を
高
め.
る
よ
う
に
在
っ
た
。
し
が
し
な
が
ち
今
日
に
お
い
て
も
、
東
西
貿
易 

'の
比
率
は
全
世
界
貿
易
の
四
。ハー

セ
ン
ト
程
度
で
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
重
要
視

.
す
る
、に
足
ら.
な
：い.
額
に.
と
ど
ま
：っ
：て
い
る
。：

. 

パ

.

:;f

，
.'へ

：
'.
 

'
 

ン
.
■■

■.

一

一.

:

.,.

ソ
連
が
東
西
資
易
拡
大
の
方
向
に
転
換
し
た
目
的
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の 

.
国
の
輸
入
商
品
の
構
成
か
ら
：推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
国
の
工
業
化
に
必
要
な 

機
械
類
と
運
輸
手
段
、
；
そ
の
他
工
業
製
品
を
購
入
す
る
こ.
と
、
す
な
わ
ち
工
業 

化
の
促
進
の.
た
め
に
、
自
国
で
ま
か
な
う
こ
と
の
困
難
な
商
品
の
輸
_入
で
あ

る
'

。

.
'
'
.
.

パ

:

〔

ソ
連
の
輸
入
商
品
0
構
成〕
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概
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西
欧
諸
！！̂

一'

九
上
ハ
，一
年
に
ソ
連
ぬ
輸
出
^
冬
商
品
の
主
要
な
も
の
を
あ
げ
■

 

る
ど
、h

M

K '

ィ

グ

，
ァ

フ

ラ

>

ス
;'

ィ
ギ
リ
ス
、

f

タ
リ

I

、：い
ず
れ
も
鉄
と
鋼
、

- 

 ̂

/

七

五

(

一-
六
五)
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近
年
に
：い
た
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
、

©

ド
イ
ツ
.

と
：の
貴
易
は
ソ
連
が
わ
の
入
超 

め
傾
向
が
み
;̂

れ
冬
ょ
ぅ
に
な
0

^

が
、
西
欧
十
八
力
国
と
し
て
は
ず
っ
と
ソ 

速
の
：出
超
で
.

あ
り
、：
そ
の
，残
高
の
絶
対
額
は
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
超
過
す
る
程 

度
を
維
持
し
.

て
.

い.
.
る
。
':

.

西
欧
諸
国
と
ソ
連
と
の
取
引
は
ソ
連
の
経
済
的
必
要
の
理
由
が
推
測
さ
れ
る 

の
で.
あ
：る
が
，
後
進
国
と
ソ
連
と
の
質
易
は
'必
ず
し
.も
経
済
的
必
要
と
の
み
は 

考
え
ら
れ
な
：い
。
.-
マ
.-
レ'丨.
地
方
の
；ゴ
ム
の
輸
入
、
ア
フ
，リ
カ
諸
国
の
■コ
コ
ア
の 

輸
入
のU

と
べ
若
干
の
必
要
は
：推
察
さ
れ
る
が
、
そ
：れ
以
外
に
は
、
む
し
ろ
政 

治
的
な
理
由
が
多
い
ょ
テ
に
思
わ
れ
る.
。
す
な
わ
ち
西
欧
諸
国
に
と
っ
て
も
、
 

ソ
連
に
'と

っ
て
も
質
易
関
係
を
保.
つ
こ
と
ば
同
時
に
政
：治
的
に
接
触
す
る
こ
と 

で
あ
る
し.
、.
経
済
的
な
取.
引
の
^
大
は
、
政
治
的
接
近
の
程
度
を
高
め
る
こ
と 

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
後
進
国
の
各
地
域
の
ぅ
ち
か
ら
ソ
連
と
と
く
に
貿
易 

取
引
額
の
多
い
：国
を
ひ
ろ
い
あ
げ
る
と
、.
ラ
テ
ン
•
ア
人
リ
カ
諸
国
の
ぅ.
ち
.で 

は
冲
ユ
ー
バ
が
第
- :
つ
：
.1
':
で
ブ
ラ
ジ
ル
、
プ
ル.
ゼs

チ
ン
、
中
近
東
で
は
エ 

ジ
ブ
ト
、
..

ア
.フ.
リ
；力
：太
陸
で
は
ス
|
ダ
シ
、
ガ
ー
ナ
、
.

ア
ジ
.，
ア

地

方

で

は

マ

.
レ.

お
ょ
び
機
械
>
:

電
気
機
械
-'

化
学
製
品
：：

輸
送
設
備
で
あ
る
。
；
亡
の
四
ガ
国
が； 

西

侧

の

対

ソ

輪

出

の

：
大

半

を

：占

め

て

い

る

：が

、

.

他

の

；
諸

国
,:
'

オ

ー

；
ス

ト

リ

ア

、
へ

. 

ス.
H

I

デ
シ
；、
t

フ
ン
ダ
办
ど
,'

ど
の
国
も
同
種
め
商
品
を
輪
出
の
'主
要
品
目 

•£

し
て
い
る
。
そ
し
.

て
食
糧
品
、
飲
料
、夂
そ
の
他
軽
エ
業
生
産
物
の
#

ソ
輸
®
 

は

ほ

，
と

ん

ど

_

と.
る
芯
た
ら
.

な
い
額
で
あ
る
。
;.-

: ..
■:〔

一

九
六一

年
の
輸
出
総
額〕

.(

一
〇
-o
万
ド•
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'
v

■
:

■ 

,

■:
■.

へ
'

総
-'

額
'
.

.

■

鉄.
•

金
厲
製
品
の
占
め
る
額
：

•
 

西

ド

イ

ッ

.
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六
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ニ

四

：'
.

-

s
v
 

^

 

ラ
':

ン

ス
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八

八

九
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パ
イ•
ギ

リ

ス
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'

o
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o

:
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'六
、
三

四

ー

.

イ
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七

、
四
五
七
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載
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ょ
り
計
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'

消
費
財
の
対
ソ
輸
出
は
、
こ
れ
ら
の
国
.に
お
い
て
き
わ
め
て
堇
か
；で
あ
り
、

た.
だ
イ
タ
リ
ー
が
油
脂
、
織
維
製
品
、
.

衣
類
で
若
干
の
輸
出
を
し
て
い
：る
に
：と 

ど
ま
る
。

'■
■

.:

•

:

- 

- 

.

'

西
欧
贸
易
に
お
い
て
も
う

T
;

つ
，ソ
速
が
望
ん
で
い
る
と
思
：わ
れ
る
こ
と
は
、

こ
の
地
域
に
お
い
て
贸
易
残
高
を
獲
得
し
て
、

.f
t
l
i

の
地
域
か
ら
の
輸
入
に
備
え 

よ
う
と
い
う
点
で
•

あ
る
。
西
欧
諸
国
の
：輸
出
入
額
を
比
較
す
る
と
、
だ
い
た
い 

に
お
い
て
ソ
速
め
出
超
で
あ
る
。

.
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〔

西
欧
十
八
ヵ
国
の
対
ツ
貿
易
の
趨
勢〕

(

|

0

〇
万
ド
ル
>

:

四

半

期

平

均

こ

九

五

七

：
一
九
五
八
.

ー
九
五
九
'
''
'

'ー：九
六
0;

一
九
六
--
*

:

イ

ギ

リ

ス

|
出
ー
ー
六
上
ー
ゾ
ニ
ハ.
六
：

U

•
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'

S

三2
プ 

' 

.

_

1
入

：.■四

四

一

..

七

.

四
四
，一 :

五
一
率
：

，
五
九•
六..

I

、
シ
ン
ガ
ポ
1

ル
、..
ィ

ン
ド
、•
ィ
ジ
ド
ネ
シ
ぐ
ア
で
あ.
る
。
こ
'の

■ぅ
ち
、
キ

ユ
. 

丨
バ
ノ
そ
ジ
ブ
ト
、_
マ
レ
ー
、
ィx

ド
が
億
に
達
す
る
取
引
額
で
あ
っ
て
.、
他 

の
諸
国
は
い
ず
れ
も.
千
万
台
の
些
少.
の
取
引
額
に
と
ど
，ま
つ
：て
い
る
。
，
こ
れ
ら 

办
比
較
的
に
多.
領
の
M
引
を
す
る
：国
の
参
く
が
政
治
的
に
も
ソ
連
の
影
響
を
多 

分
に
受
げ
：て
き.
た

- :
と.
は
、.：V周.
知.
の
こ
と
が..
ら
で.
あ
ろ
：ぅ..
。：' 
....

ソ
連
が
年
々
に
西
欧
諸
国
と..
の

取

引

を

高

め

、
.
.
'
後

進

国

拨

取

や

開

発

の

た

め
 

の
取
引
を
ず
る.
と
き
に
''
'
觉
欧
諸
国
が
さ
ら
に
熱
心
め
貿
易
の
拡
大
に
努
カ
し. 

た.
と
し
て
も
決
し
て
ふ
し
ぎ
で.
は
な
い
。
柬
欧
の
：質
易
の
一
九
六.
一
年
の
姿
.
' 

は
、
国
速
の
ョ
ー
ロ
ッ
，パ
質
易
に
関
す
る
年
次
報
告
の
な
か
に
詳
細
に.
記
述
さ
：
 

‘れ
：て
い
る
が
、
そ
れ
に
ょ
^.
と
贸
易
の
増
加
率
ぱ
八
•
五
パ
丨
セ
ン
ト
で
、
六

：
 

〇
年
の
：一
〇
パー

セ
ン
ト
、.
五
九
年
の
ノ
ー
八
，
.
五
パ.
丨
セ
シ
ト.
に
く
ら
べ
て
か
：
 

な

り

，低

く

、

:
賴
加..
率
の
停
滞
の.
様
^
か
ぅ
か
が_
わ.
れ
る
。
東
西.
賀

爲

の

面

..で

も 

や
は
り
增
加
率
の
低
下
が
み
ら
れ
る
。
寸
な
わ
ち
六
一
年
は
.ー
〇
パ
ー
セ
ン
ト 

の
伸
び
を
示
し
た
の
に
、
六
0
年
に
は
---
宄
パ
！
セ
ン
ト
で
A
っ
た
。
£
.
の
増 

加
率
の
障
滞
は
、，
西
ョ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
束
ョ
ー
ロ
ッ
パ.
へ
0
輸
出
が
、
そ
の
逆 

の
輸
入
ょ
り
も
比
率
に.
お

い

て

高

く

増

大

す

：る
：傾

向

が

あ

っ
て
、

質
易
残
高
の 

点
で
、：
西
方
の
外
貨
嫂
得
の
ね
ら
い
に
制
限
が
あ
る
た
め
と
年
次
報
告
は
推
察 

し

て
-
い
る
0.,

.

',
來
欧
歌
国
の
外
国
貿
易
、に
お
け
る
商
品
別
構
成
は
、
だ
い
た
い
に
お.
い
て
ゾ
，. 

.
速
型
に.
な
ら
ら
：て.
お
り
、'.
輸
出
入
：の
：い
ザ
れ
に
お
い
て
も
機
械
類
、
：原
料
等
め 

生
產
财
部
門
が
重
粟
な
部
分
を
占
め
、
軽
^
業
プ.
消

費

財

は

軽

ん

ぜ

ら

れ

そ

‘
い 

名

。

し

か

し

R

業

瓜

の

進

展

，
に
と

も

な

っ

て、
'
各
国
の
西
欧
諸
国
'ベ
.の
依
存
度 

は.
高
東
る
も
め
と
思
わ
れ
る
。.
' .ル
：丨
マ
：ニ
ア
は
近
年
東
西
贸
易
を
著
し
く
高
め.

共-
産
圈
の
：国
際
分
業
とn

ん
コ
シ

る
こ

と
の
で
き
た_

で
あ
る
が
、
；そ
の
大
き
な
理
由
は
西

ョ

ー

口

ッ

パ

向
き
に 

そ
の
質
易
を
編
成
：し
.
な
お
し
た•'か
ら
で
あ
る"
'；
ル
ー
マ

ニ

ア

は

木

材

•
農
産 

物
：.
右
油
製
：品
の
輸
出.に
よ
り
西
ド
ィ
ッ
や
ィ
ギ
リ
ス
か
ら
.
機
械
.類
の
輸
入
が 

嚼
大
し
た
。
ポ1
ラ
ン
.
ド.
は
特
に.
ィ
ギ
リ
ス
と
関
係
が
深
く
、'
ベI
コ
ン
そ
の 

,
他
め
加±
食
糧
品
：の
輸
出
ち
化
学
エ
業、' 
食
：品
加
工
用
或
い
は
鉱
山
用
の
機
械 

と
設
備
の
：輸
入
：的
増
龙
じ
そ
：

.
い
る
。へ」

チ
- ;
コ
:̂

は
西
欧
諸
国
が
ら
鉄
鋼
ゃ
化
学
品
、
機
械
等
が
輪
入
さ
れ
、
チ
工 

，
ロ
も
ま
た
エ
業
製
品、' 機
械
，
#
糖
な
ど
の
輪
出
で£
.
.れ
に
、
こ

た
え
て
い
る
。
，
 

こ
れ
ら
の
国
今
と
：ほ
か
に-
ン
ガ
ヴ
ー
や
ブ
：ル
：ガ
リ
ア
の
例
を
加
え
て
考
え 

て
み
.て
も
、
:ソ
速)

国
が
.こ
れ
ら
の
国
々
の
要
求
に
こ
た
え
る
の
は
決
し
て
十 

分
で
は
な
い
。

ソ
連
と
同
じ
：よ
ぅ
に
木
材
や
石
油
製
：品
を
：輸
出
品
と
し
、
機
械 

そ.
の..
他
-̂

摘
入
ロ00
:
と
'す
る
ル
ノ
ー.
マ
：
一
一
ア
.
が....ソ
連.
以
外
の
贸
1T
国
を
永
.め
て 

西
欧
の
市
場.
に
依
存
す
る
の
は
当
然
と
本
な
け
れ
ば
.な
ら
な
\.
'
。
ポ
ー
ラ
ン
ド. 

も
ま.
た
主
要
な
產
物
た.
る
加
エ
食
糧
品
や
石
炭
を
売0
て
、
必
要
な
機
械
を
輸 

入
す
る
.>-」 .
と-
の-
で
き
る
国
^
あ.
り
、.-
西
欧
市
場
■を..
よ
い.
取
引
相
手.
と
-

:

し
て
い 

.
る
。' 
政
治
的
に.
ソ
速
に
も
ク

と
も
従
属
し
て
ー
い
る
プ
ル
ガ
リ
ア
は
食
糧
品
を
輸 

出
し
て
機
械
を
輸
入
す
る
，国
で
あ
り"
束

，ド

ィ

ッ

も

ま

：
た

h鉄
.
鋼
製
品
の
供
給 

に
お
'い.
，
て

西

ド

ィ

ク

.
に
依
存
：す
る
と
こ
ろ
が
高
い
の
で
あ
る
。

ノ 

.:'

:̂
の
よ
ぅ
な
事
態.
の
%;
と
'に
知
，い
1:
、；
ソ
速
が
東
欧
諸
国
と
の
贸
易
を
拡
大 

.
し
よ
ぅ.
と
す
れ
ば
い
当
然
に
品
質
と
.
価
格
に
お
，い
て
西
欧
諸
国
に
ま
さ
る
も
の 

を
供
給
^
。
糸
れ
ら
6
輸
出
す.
る
も
の
を
向
様
：の
条
件
：で
.輸
入
し
な
け
れ
ば
な 

ら

な

：
い
一
。

.'-
'同,

に
、-
取
引
^
お

；
い

て̂-

る>
ハ
ラ
ン
ス.
に.
つ
い.
て
は
、
多
角
経 

済
め
可
能
众
通
貨
を
故
給
し
：：て
や
る
#
要
が
あ
る
。'.
/

. 

'

七
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！

六
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政 
治
m

に:

览 
欧 
諸 

_  
を 
衛 
星 
国 
的 
地 
位 
K  
保 
-o

た

め
に

は 
■ >

東
西

質
易，
ぬ

は

を

の

強
化
を 

屈レ
味
す
る
■ ' o.

了'

メ

!；
力

と

結 
合 
す 
る

E  
E  

C
の

力
は

国 
際 
共 
産 
主

.一
限
度
が
；奪

れ

な

達

味

幾

な

■ぃ
：2

令
デ
ゾ
一
一
■.

が

ま

済̂

^

.■
:
て
西
欧
0
先
進
エ
業
国^
玄
ざ
る
'地
位
を
獲
得
ず
る̂
^̂

ま.
:̂-
に
へ
■
拔
欧
諸
国
の
経
済
.̂
西
欧
市
場.
に

依

存

度

を

高

め

，：手

.〕 )

^ :
は
、
：，

..
，；
.
；
.
ゾ
.
連
 

'に
と
'
つ
て
好
：ま
し
い
VJ:
ど
：
で
：

.
は
な
'い
，
東
欧
表
西
欧
と
の
貿
易
が
必
要
せ
あ
ぎ 

.

こ
：̂

は
承
|?.
す
る.
と
し
て
も
、
衆
欧
が
史
す
ま
ず
ぞ
れ
：へ
接
1
す..
る
こ
と
^--
' 

:.
ソ
速
に
と
り
政
治
的
に
好
：ま
し
か
ら
ざ
：る
効
果
を
生.
む
で
あ
レ
ぅ
：

: :
' 
.

■

,

し
た
が
'つ
て
'7.
'速
が
共
産
圈
内
の
分
業
体
制
を-*.
層
緊
密
化
し
て
在
来
の
相: 

..
4
経
済
援
助
の
組
織..(n

.  
メ
コ
ン')
，を
：活
用
.し
よ
ぅ
と
考
え
だ
と
し
て
も
ふ
し 

ぎ
で
は
な
V

ま
し
て.
西
欧
諸
国
が£
£
0
の
：結
成
を
通
じ
て
な
お
一
段
と
経
. 

済
力
を
高
め
.,
'
質
^'
市
場
を
拡
大
し
、
贸
易
量
を
增
大
さ4 .
务
と
す
れ
ば
、
そ 

の
吸
弓
力
の
脅
成
が
，コ：
.
メ
■コ
ン

加

署_

に
お
上
ぶ.
の
は
当
然
で
あ
る：。..
E 

E
C
対
策
と
し
て
も
、

ソ
連
は
コ
メ
コ
ノ
ン
の
組
織
を
強
化
す
る
必
耍
を
感
じ
る 

の
で」

あ
る
。
、
.

''• 

.............

 

く.
：

.

.

.

.

.

.

 

'

.

-

•

-

.

.

.

 
.

 

»

 
.

 

.

•

'

三

.

.

,
'

'
.

 

.

 .

 

-

 .

.

.

 

.

.■
ソ
連
の
E
E
C
対
策
は
、
相
矛
盾
し
た
内
容
を
も
ち
、
非
難
と
承
認
、
排
斥 

と
^
力
と
-
ぅ̂
奇
妙
な
表
現
を.
し
办
し
て
い
る
。
八
月 
一—*
十.
六
日
の
.

「

プ
ラ
ゥ 

タ」

紙
に
掲
軟
さ
れ
たT

西
欧
に
お
け
る
帝
国
主
義
統
合..(

共
同
市
場)

に
関 

す
る
7-—

ゼ」

.
と

？
< _
1
ス
ト
誌
に
掲
軟
さ
れ
た.

「

世
界
社
会
主
義
体
制
の
：発 

展
の
切
実
な
問
題」

.
と
題
す
る
フ
ル
'
シ
デ
ョ
フ
署
名
の

.
論
文
は
、
ソ
連
の

.

C
観
を
概
括
的
に
伝
え
て
い
る，
.
.'

 :

'

.

.

政
治
的
に
は
、

E
E

C
の

発

展

.は

ソ

連

に

と

っ

て

第
二
の
反
共

産

主

義

勢

力

へ
儀
運
動
' ^

と
_
ぐっ：

(

て
.

« >
'

重
大
な
障
^

^

^

へ.勢
'^
を
強.
め.
玄

〕

',
ぎ̂.
顧
向
に
，た

-̂
:
し
1..て
：は

極

カ̂.

>

_

ィ

キ

リ
.
ス
の
加
盟
を
好
ま
な
'い
こ
と
、
さ
き
に
ラ
ラ
ン
ス
と
の
貿
易
協
定 

'
の

締

結

を

成

立

：
の

.
段
-^
に

お.
い
：
て
.
停

頓

さ

せ

た

こ

と
%:
ソ
；連

の

反E
E
C
の 

態

度

の.
一
：
つ

と

み

ら

れ

る

。
.
.
ス

エ

I.
デ
ン
、
ス
イ
ス
：、
ギ
リ
：シ
ア
、
或
い.
は
オ. 

丨K
，

ト
リ
.ア
が.
E.
E
C
に
接
近
す
る
こ
'と
は
、
中
立
的
勢
カ
を
自
11
1
国
家
群
の 

:

陣
営
に
接
近
：さ
せ
を
こ

と

：
で

ぁ

り

、
：
：
こ

れ

:^
た
ソ
連
と
共
産
主
義
運
動
に
と
っ 

て
の
不
利
益
で
ぁ
る
。

ソ
速
は
こ
れ.
ら.
の

国

に

た

：
い

し

て

'牽

制

的

な

発
言
を
.し 

て
い
：る
こ
と
は
よ
く
知
6.
れ
て
い
?>
'

。
.

:

>
$
ち
に
お
そ
れ
ら
れ
て
い
命
の
は
共
產
圈
の
分
裂
で
あ
：る
。
.,-
さ
き
に
コ
メ
コ. 

ン
代
表
者
会
議
に
'お
い
て
ジ
速
は
コ
メ
コ
ン
に
決
議
遂
行
の
実
権
を
認
め
さ 

せ.

ぐ
コ.
メ
コ
ン
を
単
な
る
審
議
と
勧
告
の
機
関
か
ら
：、
暴
加
国
を
拘
柬
す
る
決 

讓
.の
十
き
る
権
限
を
与
え
よ
ぅ
と
望
ん
だ
と
き
に
、
ポ
ー
ラ
ン
.ド
' 

ハ

y
f 

丨
、
チ
ェ
コ
ニ
の
経
済
官
僚
は
こ
れ
に
反
対
し
、
西
欧
と
の
質
易
が
共
産
主
義
各 

国

の

国

民

経

済

に

：と

'
 
っ

て必
：：

要

で

あ

る

と'い
.

ATN

反
対
を
受
け
.
て
、
ソ
連
の
提
案 

は
支
持
さ
れ
な
か
っ

た
と
い
ぅ
。
'-

ソ
速
は
そ
の「

テ
ー
ゼ」

に
お
い
て
E

E

C

を
帝
国
主
義
的
統
合
と
定
義 

し
、
',
軍
^
的
な
N
A
T
O
:

の

裏

返

し

で

あ

る

と

非

難

し

た

の

も

，
^

な

ず

か

れ
 

る
。
'
 

こ
の
非
難
を
通
じ
て
.、
' 共
産
圏
の
統
合
を
強
化
す
る
’ロ
実
と
す
る
こ
と
が 

可
能
で
あ

K
5

。
'

.

イ
デ
'オ
ロ
ギ
ー
的
に

'は
、.
EE
C;
の
発
展
は
、
マ
ル
ク
ス

*レ
-

.

ニ
ン
主
義 

の
予
言
に
そ
む
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
新
し
い
解
釈
を
こ
れ
に
下
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
：。
レ
ー
ュ\

全
集
か
ら.
ソ
述
当
局
が
発
！
し
た
言
葉
は
、

一'時
的
に
資
本
主
義
諸
国
が
国
家
同
士
な
り
. '
資
本
家
同
士
な
.り
で
協
定
じ 

て
、
社
会
主
藐
を
共
同
で
弾
田
し
、
強
奪
し
た
植
民
地
を
共
同
し
て
温
存
す
る 

こ
と
-%
あ
り
う
る
と
い
う
趣
！

一 .E

の

も

の

で

：あ

る
。，E E C

は
帝
国
主
義
者
の
階 

敗
的
速
带
で
あ
り
、
■国
家
的
独
占
資
本
.の
世
界
支
配
の
野
望
で
あ
る
と
断
じ
て 

い
る
。
し
か
し
現
代
資
本
主
義
の
深
刻
な
矛
盾
は
取
り
除
が
れ
な
い
；し
、
資
本 

主
義
各
国
の
不
均
衡
発
展
の
敵
対
性
も
階
級
対
立
も
い
つ
.そ
う
鋭
敏
に
な
る
と 

モ
ス
ク
ワ
は
予
言
す
る
。

 

■
 

■
 
: 

. 

■
 

.
■

し
か
し
他
方
に
お
い
て
、
近
代
生
産
艰
術
の
発
達
が
広
い
市
場
を
要
求
し
、
 

E
E C

が
こ
の
生
産
力
©-

'
^
M
の
要
求
に
^
ず
る
客
観
性.
を
^

つ
た
も
の
で
あ 

る
こ
と
を.
フ
ル
：シ
チ
3..
フ
は
法
意
し
て
い
る
。，.
テ.
I
ゼ..は
わ
ざ.
'わ
ざ
フ.
ル
，.シ
..チ
ノ 

ョ
フ
の
言
葉
を
引
用
し
ー
っ
わ
れ
わ
れ
は
資
本
主
義
世
界
で
現
に
動
き
令
つ
あ 

る
生
産
の
国
際
化
へ
向
か
う
客
観
的
傾
向
■を
み
き
わ
め
、
こ
れ
に
即
応
し
て
.自 

分
の
政
策
、S

分
の
経
済
措
置
を
立
て
て
V '
，る
：。
こ
れ
に
関
速
し
て
、
社
会
体 

制
の.
興
な
る
個
々
の
国
の
あ
い
だ
だ.
け

で

な

く

、
，
そ

.れ

ら

の

国

の

経

済

連

合

体
 

と
の
あ
い
だ
の

.
経
済
協
カ
の
可
能
性
め
問
題
が
で
て
<-
:
る」」

と
。

'

経
済
的
な
而
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
，述
べ
た
：と
お
り
、
V
速
の
立
場
は
半 

ば

反

撳

，
；

「

半

ば

接

近

：
で

あ
0
て

、

ー1方
的
な
断
茫
の
で
き
な
い
修
各
を
も
つ 

て
い
る
。
E 
E
0の
経
済
的
発
展
が
域
外
諸
国
片
た
い
す
る
差
別
化
を
意
味
す 

る
か
ぎ
り
、：.
ソ
速
ば
そ
の
ロ
実
の
も
と
^;
共
産.
圈
の_

済
的
統
合
を
晚
め
る
ょ
：
 

:い
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。.
：し
か
し
.共
産
圈
の
諸
国
は
も
ち
ろ 

ん
、
シ
速
自
体
が
瓿
欧
諸
国
ネ
の
：経
済.
的
接
疋
を
'必
棄
视.
し
で.
い
女
°
#
実
と
：：
 

し
て
：の
e
e :
c
<d
成
長
を
無
視
すK

?

令
と
'は
で
# ,
な
い.
於
、.'
;
'-域
外
歐
々
病
こ
.
一

-

共
産-
圈
の
国
際
分
業
と-
コ
メ
：■:

コ
シ
て
へ
 

•

れ
に
接
近
す
る
こ.
と
は
、
ソ
速
の
経
済
的
活
動
の
余
地
を
狭
く
す
る
お
そ
れ
が 

あ
る
、.

そ

れ

な

ら

，は

ソ
連
，：！：：

体

に

共

隹

圈

.
の

経

済

的

統

合

を

強

化

す

る

有

効

な

方

法
 

が
あ
る
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

,

さ

普

；に
.
指

摘

；し
.
た
>:.-.
お.
り

:.
'
計

：幽

経

済

の

体

制

そ

の

.
も
€>
:
が

国

際

分

業

を

妨
 

.

げ
る
性
質
を.
も
つ
.̂
1'
/
を
'が
、
パ
そ
.
れ
を.
し
ば
ら
< '
お
く
と
し
て
、
，現
状
の
コ
メ 

コ
ン.
各
国
，の
分
業
を
妨
げ
る
最
大
の
原
因
は
、
：相
互
の
あ
い
だ
に
多
角
決
済
を 

■:
す
る.
共
同
の
手
段
を
も
つ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
西
欧
市
場
に
お
け
る
ド
ル 

や
ポX

ド
の
ょ
ぅ
に
、：東
欧
市
場
の
共
通
通
貨
を
か
れ
ら
は
持.o

て
い
な
い
。
 

持
つ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

■と
り
も
な
お
さ
ず
ド
ル
か
ポ
ン
ド
で
あ
.つ
 

.

て.
、
ル
! ,
:
ブ
ル
で
も
な
げ
れ
ば
ブ
ロ
チ
で.
も
な
い
の
で
あ
る
。、
共
産
圈
の
中
心 

.
に
立
つ
ソ
連
のル

： .
；

ブ
ル
霞
ぱ
国
際
通
貨
の
資
格
を
も
：つ
て
い
な
い
の
が
瑰
状 

.
で
あ
る
，
■ 
°た_
ま
た
ま
ポ.
丨
ラ
：ン..ド
が
為
替.
ル_
1
ブ.
ル.
の
残
高
を
も.
つ
て
'い
て 

も
、
そ
れ
で
た
ど
え
ば
：チ
千
コ
：の
商
品
を
買
ぅ
£.
と
は
で
き
な
い
し
、
対
外
偾 

務
の
弁
済
に
あ
て
る
と
と
も
ズ
き
な
い
。
ポ
ー
ラ
ゾ

-̂:の
持
つ
為
替
ル
ー
ブ
ル 

:

.:
は
、' ,
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
商
品
と
-ソ
連
の
商
品
と
の
特
定
の
双
務
協
定
と
交
換
比
率 

の
も
と
で
生
じ
た.
ル
：
丨
ー
ブ
ル
：
で

.
あ

：
：つ

て

、

.
他

0,
国
に
ゆ
通
用
し
な
い
。
：
ポ
ー
ラ.  

ン
ド
.は
他
の
国

と

は

ま
^

別
の
双
務
協
定
と
商
品
交
換
比
率
に
お.
い
：て
相
互
の. 

取
引
を
行
ぅ.
：の
：で
あ
る
。
交
換
比
率
に
共
通
性
ボ
な
い
め
は
、

コ
メ
コ
ン
謊
国
：
 

ン
分
樂
の
第.
一:1.
の
障
害
で
あ
る
。
..
'
'ニ
国
間
0
質

易

は

：

ニ
_

間

で

締

結

さ

れ

る
 

双
務
協
定.
で

及

易.

.̂
条
件
を
定
め
：る
。，：艰
引
务
れ
る
相
互
の
商
品
の
.価
格
と
数 

量.
を

協

定

し

，：て
^
わ

ぼ

物¥
交
換.
を
お
ご
な
ヶ
め
が
ー
般
で
あ
る
。
し
た
が
つ 

V

商
品
め
相
対
脱
M

は
そ
の
：協
定
^
お
け
る
相
互
の
対
価
物
に
ょ
つ
て
ぢ
が

七
九
.'C

H

ハ
九)

' 

.



っ
て

く

る

。
.:
/

共

産

埤

め

商

品

の

闺

際

肺

格

は

国

^

苽

場

価

格

に

ホ

る

こ

と

ー

^

な 

っ
て
い
る
が
、
突
際
の
篇
宠
は
こ
れ
を
雄
準
と
す
る
と
い
う
だ
げ
で
あ
り
、
具 

体
的
に
は
そ
れ
以
上
で
も
あ
り
、
そ
れ
以
下
で
も
あ
り
う
る
。

,

共
同
の
決
済
通
貨
を
欠
：き
、

.
共
同
の
商
品
％

場
を
欠
ぐ
と
こ
ろ
で
は
、..-
分

梁. 

の
^
^
と
も
い
う
べ
き%.
:の.
の
算
定'%
帰
厲
も
正
確
に
略
不
.
可
亂
で
お.る
。''-'.
::

ッ
連
ば
す
で
に
久
し
く
共
同
決
済
機
姆
0-
必
：耍

を

唱

え

：て
；い
る
：が
.、

ぞ

れ

の 

実

現
-.
r

は

何
の
手
が
'か
り
も

な

い
。
し
か
し
反
面
に
お

い
て

双

務

協

定

に

よ

.
，っ 

一

て
た
：が
い
に
相
手
国
を
拘
束
す
る

ど

い
.う

制

度

は

，
%
カ

な

第

三

の

競

争

相

手

-. 

，の
介
入
を
防
止
す
る

上
^
は
き
わ
め.
て

有

効

な

手

；段

で

ぢ

る

。

：
も

じ

チ

ギ

コ

：な 

り
ポ
ー
“フ
ン
ド
な
り
が
.'
'
'双
肩
級
定
に
し
ば
ら
れ
ず
に
、
自
此
に
相
手
国
を
え 

,
ら

び

、
'
公

開

め

市

場

で

商

品

の

選

択

が

：で

き

旮

な

ら

ば

，、

こ
れ』

の
_

ぱ

ソ

海

.' 

の

商
n
Eよ

り

も

、

西

欧

め

商

品
^

好

み

、

ソ
連
'に

頼

る

：
よ

り

も

赴

欧

に

賴

?>
'

こ 

と
を
え
ら
ぶ
か
も
し
れ
な
い.
の
で
あ
る
。.
■ソ
連
.に
と
っ
て
は
双
務
主
義
の
協
定 

は

，'
共

産

圈

を

統

合

す

る

た

め

の

か

し

ろ

有

力

な.手
段

と

さ

え

考

え

ら

れ

.る

の
.

■
で

あ

る

。 

.

.

.
V
; 

:

.■
'.
' 

コ
メ
コ
ン
の
分
業

^
妨

け

る

第1
ー1
の

亊

情

は

こ

れ

ら

の

国

の

生

産

物

.
の
；
国

内' 

価

格

が

政

治

的

に

決

定

さ

ー

れ

，た

.
公
定
偭
格.
で
あ
り
，
需
給.

|
愦
を
反
映
：し
た 

市

場

価

格

.で

は

な

い

こ

と

で

き

。

公
定
価
格
が
需
給
関
係
に
影
響
さ
れ
、

」
 ̂

用
に
は
機

会

費

用

の
意
味
が
含
ま
れ.
て-
い

る

な

ら

ば

、
.■
価

格に
：よ
る
.比

較

が

経
. 

'済

的

な

意
味
を
も
つ

け

れ

ど

杉

、
：
価

格:%
生
產
費
も
政
治
的
が
操
作
を
受
げ
、.

■ 

両
者
に
相
.

M

影
響
の
作

用

が

働

い

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
価
格
に
よ
を
比
較 

は

意
味
を
な
さ
な
い.
し
、
：
し
た
が
っ
て
こ
れ
を

為

替

相

場

で

换
箅
し
て
も
、
経 

济

的

比

較

に

は

な
ら
'な
い

の

で

あ

る
。

V
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: .x
o

 

ニ
七
〇
> 

-

:

と
の
属
乱
な
_い
1>
矛

盾

は

、
，
貿

易

の

領

域

ば

か

り

で

.
な

く

、

本

来

の

国

jrin

 

.

:

場

に

：
：
お

け

る

.
絰

済

的

合

理

性

：の

*
徹

に

た

い

す

る

重

大

な

障

害

と

な

,
っ

て

い
 

. 
'る
。
。0
内

で

：の

障

書

は
--
結
局
国
民
経
済
的
浪
費
ジ
ま
た
は
非
能
率
の
形
で
、

..
国

民

の

負

担

に

帰
；：

せ

ら

れ

て

；い

る

わ

け

で

あ

る

が

、

国

際

取

引

に

お

1'

て
ば
、.

取
弓.
国
同
士
'の
あ
,ぃ..Yd
..で
取
引.
の
.効
果
に
疑
問
を
も
_
 .
?

』

，
..
と.
に.
な
，り
、
相
瓦..

.
に
-
分
業
の
^
益.
に
た
い
す
る
信
用
を
；持
：た
な
い
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
 

さ
き.
に
弓
用.
し.
た.
^
文
...'|.分
業
め
基
本
原
則」 . 
'の
中
で.
.
.̂

分
萊
の
前
提
条 

件
と
七
て
、
'「

個
々
め
-
経

済

問

題

を

解

決

ず

る

た

办

に

総

合

的

な

経

済

計

算

.'

.一
分
析
f

こ
な
ぃ
、..
■代
案
を
っ
く
I

と
を
指
摘
し
た
り
、
.統
計
計
算
を
お
こ 

•.
な
う
方
法
上
の
基
本
原
則
を
統.
ー
さ
：
せ

る

必

要

を

説

い

て

い

，
る

。

生

産

の

専

門
 

化.
を
き
め
る
さ
い
に
：、(「

価

格

指

数

は

^

対

比

さ

れ

う

る

技

術

的

.
経
済
的
計 

算
公
、'
自
然
的
指
数
と
の
方
式
咚
ょ
？
て.
補
充
ざ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

自

然

指
 

.
数.
は.
.
経
済
的
贫
果
と
:

1
う
見
地
か
：ら
、...

生.
鹿.
の
国
際
的
専
門
化
：の
各
輝
の
型 

を
全
(&
1
:̂

に
；性
格
つ.
け
る
こ
ど.
が
’で
专
る
1_
:.
.
と.
も

述

べ

て

：
い

る

。
.
.
昀

然

指

数

と
 

f r
格
故
数
の
結
合
も
调
題
で
あ
る
が
、
：，価
格
指
数
そ
れ
窃
体.
が
も
っ
と
根
本
^

.
■■
，な
問
谓
ゼ
あ
る
。':
'.
:.̂

■
価

格

に

，
：
つ

い

て

は

こ

う

い

句

が

逛

本

原

則

の

な

，
か

に

あ
る
。「 _

際
分
業 

を
深
め
、
：商
品
交
換
を
不
断
に
拡
大
し
、
世
界
社
童
義
経
済
の
発
展
を
う
な 

が
す
要
求
に
じ
た
が
、い
、
社.
会
主
義
市
場
で
办_

^
表
ー
ポ
#

系

を

た

え

ず

完

全
 

な.
も.
の
に.
U _
、. ’
価
格
が
本
来
の
裁
盤
に
移
行
す
る
条.
件
を
同
時.
に
，つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い'J

.

と
。ン
：
：
::
:
-:
:.
K.
 ̂

\

.

.
現

在

は

世

界

市

場

の

価

格

体

系

を

借

り

，
て

交

#

ひ

条

件

を

定

め

て

い

る

国

 々

が

V.
:っ
に
な
う
て「
本
来.
の
^
盤
に
移
行
す
る
条
件
を
つ
く
り
出
す
か

」

、

く

本

来

I

盤」

と
は
、
ま
た
そ
の「

移

行

の

条

件」

と
は
、
何

で

あ.
る
か
。

ま
す
そ
れ
か
ら'離
れ

た

原

則

が

主
張
さ
れ
て
い
るこ
、と
に
思

い

お

ょ

ぶ

と

き

、
 

u

n

f

で
は
あ
る
。

'

 

祖

界

市
場
に
と
ら
わ
れ
な
い
独,'
#

の
価
格
体
系
と.

コ

メ
コ
ン
の
内

部
I

け

石

経

矿

的

分
業
t

理
的
な
姿
，を
ま
つこ
：と
は
.容
易 

お
そ
ら
く
：：世

界

：
が

.社

会

主

義

化
じ
た
と
き
に
行
わ
れ
るは

ず

の「

等

'

.

.

.
に

期

待

：
し
が
た
：
.
い
ょ
ぅ
■に
I

れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
は
.依
然
と
し
て
政

治
. 

J

交

換」

の
原

則
.で
は
あ
る
ま
い
か
と
わ
.
た
く
し
は
想
像
し
て
い
る
。
し

か

し的
な

協
f

.

も
と
に
し.
た.
政

治

的

分

業

が

維

铳さ
れ
る
の

で

あ

ろ

ぅ。

' 

等

做

1_
'

.

原
切
が
現
に
ソ
連
国
内
に
ぉ
.
ぃ
て
す
ら
守
ら.
れ

て

ぃ

な

ぃ

し

ノ

ま

す'

'
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国
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